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Ⅰ.問題と目的
今年度､本学幼児教育学科においては最重要課題の一つとして実習の更なる充実に取 り
組んできた｡2年間の保育者養成課程において､多様化する保育ニーズに対応 しうる人間
性豊かな保育者を育成するためには､実習機会を最大限に活用 し学生の学びと意欲を高め
るための的確な実習指導が不可欠である｡これまで教育実習 Ⅰにおいては学生の前向きな
不安や緊張が､実習への意欲に変わるような､ゆとりを持った事前指導を実施すべ く､そ
のあり方を模索 してきた1)｡平成 16年度には事前準備 として附属幼稚園訪問を実施､平成
17年度はそれを更に充実させ事前指導の一環として附属幼稚園での見学参加実習とした｡
更に事前指導の前段階として入学当初から実習に向う姿勢作 りを行 うため基礎ゼミの時間
を活用 しゼミ担任による少人数制の指導を開始 した｡また､事後指導については､実習日
誌の記入方法を通 して子ども理解や考察の深め方を中心に､次の実習に向けた指導となる
ような取 り組みを行ってきた｡また､教育実習Ⅱにおいては平成 15年度から4クラス編
成の教育実習事前事後指導(講義)を開始 し学生への指導を充実させてきたが 2)平成 17年度
からは更に個々の学生の質問や不安に対応できるよう6クラス編成の講義を実施 した｡
本学実習指導においては､このような実習指導体制の改善を推進するとともに､その指
導のもとに実習を経験 した学生の意識をふまえ事前事後指導の内容の精査に取 り組む必要
があると思われる｡
本研究は､本学学生を対象に教育実習に関する質問紙調査を実施 し､学生の見解から実
習指導のあるべ き姿を模索するものである｡学生が何を目的として実習に臨み何を得たの
かを明らかにするとともに本学実習指導の課題を明示 し今後の方向性を探究 していきたい｡
Ⅱ.方法
1. 調査方法
質問紙調査により,本学幼児教育学科学生の意見を収集した｡
2. 調査対象
本学幼児教育学科 2年生に協力を依頼｡講義終了後に回答を求め,回収 した｡
3.､ 調査時期
2005年 12月上旬
4. 調査内容
(1)教育実習の目的に関する項目
数育実習 Ⅰ･Ⅱを通 して学生が実習の目的として何を学びたいと考えていたか､11項目
を設定 し段階選択式で質問した｡質問項目は本学実習ガイドブック並びに教育実習自己評
価表3-をもとに作成 した｡
(2)教育実習への不安に関する項目
実習に臨む不安感について 13項目を設定 し段階選択肢式で質問した｡質問項目は平成
15年度､平成 16年度の事前事後指導講義時間に実施 した事前指導内容希望調査をもとに
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作成した｡
(3)教育実習の学びに関する項目
学生が実習を経験して学んだことや経験後事前の準備として必要だと感じたこと､そし
て実習を経てその後の学習の課題となったことについて 15項目を設定し段階選択式で質
問した｡
5. 回収状況
･調査表配布数は192で回収票数は176(回収率%),そのうち有効回答票数は155であっ
た｡
Ⅲ.結果と考察
1.回答者の概要
回答者は本学幼児教育学科2年生であり教育実習 Ⅰ,Ⅱを終了したものである｡
2.教育実習の目的について
教育実習の目的として ｢子どもとの関わりや理解｣｢保育実践｣｢幼稚園における職務 ･
保育内容の理解｣の3つの観点から項目を設定した｡これらに,学生の実習態度としてし
ばしば問題とされる社会人としてのマナーに関する項目を加え 11項目を掲出し回答を得
た結果が図1である｡
｢あてはまる｣の回答率が最も高かったのは①子どもとの関わりで91.6%､次いで⑤保育
者による援助や対応の実際が88.4%,③子どもの気持ちの理解が81.3%,②年齢ごとの発
達の様子が76.1%,④子どもの興味関心が69.0%であった｡学生は子どもとの関わりや子
ども理解を実習の目的と考えていることが示された｡
保育実践に関する項目に対する ｢あてはまる｣の回答率は,⑥基礎的な保育技術の実践
が60.0%,⑦指導計画の立案と実践が61.3%と,子ども理解に関する項目比べ低い｡しか
し ｢ややあてはまる｣の回答は⑥が 36.8%,⑦が 34.2%と比較的高く ｢あてはまる｣と合
わせた回答率では90.0%を越えている｡このことから回答者は,歌を歌ったり絵本の読み
聞かせをしたりする基礎的な保育技術の実践や指導計画の立案 ･実践については子どもと
の関わりや子ども理解ほどの明確な目的としてはいないことが推察される｡学生にとって
は子どもと触れあい子どもを理解することが実習の最も重要な目的であり,保育実践の経
験はその次の目的と捉えられているのではないだろうか｡保育者として実際に子どもの前
に立つことにはやや消極的な学生の様子が伺える｡
⑧園の一日及び 1週間の流れの理解における ｢あてはまる｣の回答率は67.9%,⑨幼稚園
教諭の職務内容の理解が64.9%であった｡⑲幼稚園の物的環境の理解は51.0%で ｢あては
まる｣の回答率が 11項日中最も低い値であった｡｢あまりあてはまらない｣の回答は⑧3.2%,
⑨5.8%,⑲8.4%と他項目に比べて高い率である｡これら3つの項目は､本学の教育実習
Ⅰにおける実習の目的であり､教育実習において一日の流れや教諭の職務内容,環境構成
の実際を理解することは重要な実習目的として実習ガイドブックにも明記されている｡そ
して教育実習Ⅱの目的もこれらの項目を更に発展させたものとなっている4)｡しかし本調
査の結果では,これらの項目は他項目に比べ実習の目的として捉える学生が少ないことが
示された｡この結果を受け,教諭としての資質を養うための教育実習であることを一人ひ
とりの学生が自覚できるような事前指導のあり方を検討していきたいと考える｡
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図1 学生が考える実習の目的
注.回答者数は155である
⑪社会人としてのマナーは ｢あてはまらない｣の回答が 1.3%と11項目中最も高い率で
はあるが,53.5%が ｢あてはまる｣39.4%が ｢ややあてはまる｣と回答しており,合わせ
るとあてはまるとする回答は⑲幼稚園の物的環境の理解よりも高い率である｡教育実習に
臨む際には実習園の教職員の一人であるという自覚が求められることから,学生にとって
社会人としてのマナーは実習の目的のひとつとして捉えられていると推察される｡
3.教育実習に対する不安
実習に村する不安について ｢子どもとの関わりや理解｣｢保育実践｣｢敦職員 ･保護者と
の関わり｣｢勤務｣の4つの観点から項目を設定した｡その 13項目から学生が教育実習前
に不安を感じた度合いを図2に示した｡
実習に対する不安としてあてはまるとの回答率が最も高かったのは⑧1日実習及び部分実
習で92.9%である｡次いで⑦指導計画の立案と実践が87.7%,⑥基礎的な保育技術の実践
が77.4%であった｡⑬自己紹介は ｢あてはまる｣の回答率が67.1%であったが ｢ややあて
はまる｣の25.8%を合わせると不安としてあてはまるとの回答率は92.9%であった｡
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図2 教育実習に対する不安
注.回答者数は155である
これは図2のとおり⑥基礎的な保育技術の実践と同率である｡これらの保育実践に関す
る項目は,実習でなければ学ぶことの出来ない貴重な内容である｡しかし本調査の結果で
は保育実践に関する項目について不安が強いことが示された｡不安ではなくはどよい緊張
感を持って滞 向きな気持で実習に臨むことができるような,事前指導の中での適切なアド
バイスと学生自身の充分な準備時間の確保が必要である｡
次に不安が強い項目は教職員 ･保護者との関わりに関する項目である｡③園の先生方と
の関わりは72.9%が不安として ｢あてはまる｣と回答している｡教職員との信頼関係は実
習を行う上で必要不可欠である｡このことから,実習園の教職員とよい人間関係を形成で
きるかどうかその関わり方が不安であるとの回答が多かったものと推察される｡また⑫社
会人としてのマナーは｢あてはまる｣は 47.7%と低い値であるが｢ややあてはまる｣の回答
37.7%を合わせると85.4%の学生が不安に感じている結果であった｡⑤保護者との関わり
に関しては,⑪社会人としてのマナーと同様に｢あてはまる｣の回答率は47.7%と低いが｢や
やあてはまる｣の 35.5%と合わせると83.2%が不安に感じていることが示された｡教職員
や保護者に対する礼儀正しい接 し方は教育実習の必須条件である｡社会人としてのマナー
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は学生が実習園から信頼を得るための第一歩であると思われる｡このことから,実習生と
しての態度,言葉使い,挨拶等に関する具体的な指導が必要であることが分かった｡
子どもとの関わりや理解に関する項目では不安としてあてはまるとの回答率は他の項目
に比べて比較的低い倍であった｡①子どもとの関わりが61.9%,②自分が子どもに受け入
れられるかが 54.8%である｡これは,本学学生が実習目的において子どもと関わり理解す
ることを重要視している実態に影響されたものであると推察される｡しかし,これらの項
目に対しても過半数が不安としてあてはまると回答していることが示された｡
勤務に関する項目は不安としてあてはまるとの回答率が全体的に低かった｡⑨実習日誌
の記載と期限内の提出は57.4%と半数を占めたが,⑲実習中の体調管理は40.0%,⑫遅刻
や欠勤が25,8%と低い値であった｡また,⑫遅刻や欠勤と④他の実習生との関係の項目は
｢あてはまらない｣｢あまりあてはまらない｣の回答率が他項目に比べて高く半数近くを占
めている｡遅刻や欠勤をしないこと,他大学の学生を含め他の実習生とともに実習をする
ことは実習に臨むにあたり当然のこととして受け止められていると思われる｡日誌を記載
し翌日に提出すること,実習中に自己の体調管理を行うことも基本姿勢であり,本学学生
があまり不安を感じていないこと自然なことであろう｡しかし現実には体調不良等で実習
が滞るケースや,遅刻や欠勤が起こる場合もあり学生-の意識付けが必要であると思われ
る｡
4.実習経験からの学び
実習経験からの学びについて ｢子どもとの関わりや理解｣｢保育実践｣｢教職員 ･保護者
との関わり｣｢勤務｣の4つの観点から項目を設定した｡その 15項目について学生が教育
実習を経験して学んだ度合いを図3に示した｡
｢あてはまる｣の回答率が最も高かったのは①子どもとの関わり方で82.6%,次いで②年
齢ごとの発達の様子と⑧園の一日及び一週間の流れが 74.8%,⑤保育者による援助や対応
の実際が74.2%,(∋指導計画の立案と実践が 71.6%であった｡これらは子どもとの関わり
や理解に関する項目や保育実践の項目の中でも,実習生本人が直接体験 して得られる学び
であるこ,とが明らかである｡
｢あてはまる｣と ｢ややあてはまる｣の回答率を合わせた回答率が最も高かったのは①
子どもとの関わり方と④子どもの興味関心で99.4%,次いで③子どもの気持の理解と⑤保
育者による援助や対応の実際が97,4%,②年齢ごとの子どもの梯子が 96.8%であった｡
この結果は,学生が子どもとの関わりや理解を大きな目的として実習に臨み､経験から得
たものを実習の学びとして自覚していることを示すものである｡
｢あてはまる｣の回答率が最も低かったのは⑫保護者との関わりで34.8%である｡これ
!ま実習生が保護者と関わる経験自体が少ないことが影響していると思われるO一般的には
保護者への対応は実習生ではなく幼稚園の教職員が行うことが多いようである｡また通園
バスの普及により幼稚園の教職員自体が保護者と接する機会が減少していることも要因
の∵つと考えられる｡
次に ｢あてはまる｣の回答率が低かったのは⑬実習中の体調管理の実際であり43.2%で
あった｡この項目における ｢あてはまらない｣の回答率は 16.8%,｢あまりあてはまらな
い｣が 1.9%であった｡実習中の体調管理を不安に感 じる学生が少ない結果からも.実習を
経験しての学びとして捉える回答者があまり多くないものと思われる0
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図3 教育実習経験による学び
注.回答者数は155である
Ⅳ.全体考察
1.学生の実習目的と経験からの学びの比較
学生が何を目的として実習に臨み何を学びとしたか ｢あてはまる｣の回答率の上位5項
目について比較を試みたものが表 1である｡
④子どもの興味関心の項目を除いては∴経験からの学びとしてあてはまると回答した率
がどれも僅かであるが低下している｡ここに示した5項目はどれも子どもとの関わりと子
ども理解に関するものである｡これらの内容は実習経験から学ぶことも多いがそれだけで
はなく,理論と実践の両側面から学びを構築するものである｡回答者によっては,子ども
との関わりと子ども理解に関して,実習の経験からの学びではなく今後の学習の課題とし
て捉えているものと推察される｡
⑦指導計画の立案と実践は実習目的としては｢あてはまる｣の回答率が61,3%とあまり高
くなかった｡しかし実習経験からの学びでは｢あてはまる｣の回答率が71,6%であった｡
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表1 学生の実習目的と経験からの学びにおける ｢あてはまる｣の回答率の比較
実習目的における｢あて 実習経験からの学びにおけ
はまる｣の回答率 る｢あてはまる｣の回答率
①子どもとの関わり 91.6% 82.6%
⑤保育者による援助や対応の実 88.3% 74.2%
際
③子どもの気持ちの理解 81.3% 63.9%
②年齢ごとの発達の様子 76.1% 74.8%
④子どもの興味関心 69.0% 69.0%
注.回答者数は155である
指導計画の立案と実践は保育現場に立たなければ経験できない内容であり,教育実習Ⅱ
における実習重要な目的のひとつに位置付けられている｡このことから指導計画の立案と
実践は学生が自身の経験による学びとして実感を得やすいものと思われる｡
2.実習指導における課題
本調査の結果から,本学の教育実習目的と学生の実習目的に差異があることが示された｡
これは今後の本学実習指導の重要な課題であると考える｡本学では,一日の流れや職務内
容,環境構成の実際を理解することを重要な実習目的として位置付けている｡しかし学生
の実習目的は子どもとの関わりや子ども理解に集中していることが分かった｡それは学生
の学びにも現れており,幼稚園の職務内容や物的環境の実際を実習経験からの学びとして
捉える学生は少数であった｡本学の実習目的が学生自身の学びとして結実していない現実
が浮かび上がってきたのである｡子どもと積極的に関わり少しでも子どもを理解したいと
いう学生の真撃な目的は,実習を成し遂げるために必要である｡今後は学生が持つ実習目
的を大切にしつつも,本来の実習目的を学生に意識付けできるような実習指導を行う必要
があると思われる｡学生が自身と子どもの関わりに終始するのではなく,実習園の教職員
の一人として広い見識を持って実習に臨むための事前準備のあり方を検討 していきたい｡
また,個人の学びが幼稚園教諭の資質の向上に意識付けられるような事後指導のあり方も
同時に模索したい｡
次の課題は,子どもとの関わりや理解に関する項目に対する学生の不安である｡過半数
を超える学生が不安としてあてはまると回答しており,この結果は看過できないことであ
る｡保育者を志す以上は子どもとの関わりや子ども理解は不可欠である｡自らも少子化社
会に育ってきた学生が子どもとの関わりや子ども理解に対する経験の少なさ故に不安を感
じているのか,子どもとの関わりや子どもの理解を保育者として適切にできるかどうかに
不安を感じているのか､今回の調査結果から推察することは難しい｡今後はこの不安の解
明に努め､前向きな姿勢に繋がるような事前指導のあり方を探っていきたいと考える｡
もう一つの課題は,実習経験において保護者との関わりの学びが少ないことである｡限
られた期間に実習生として保護者と信頼関係を形成することは容易ではない｡教育実習に
おいて保護者との関わりを学ぶ機会は多くない現実がある｡しかし近午,家庭支援は保育
者の重要な役割の一つであり,学生は保育者として現場に立った瞬間から保護者への適切
な対応が求められることも事実である｡このことに鑑み今後は事前事後指導を含む実習に
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おいて,保護者-の責任と適切な対応について学生が学びを得られるような機会を増やし
たい｡直接的な関わりではなくても学生が教職員と保護者の関わりの実際を見たり,実習
園の家庭支援の見解に触れたりできるよう実習園との連携を深めていきたいと考える｡
V.今後の課題
本研究では,2年間の教育実習全体に対する学生の意識の分析を試みてきた｡今後の課
題として2つのことに取 り組んでいきたい｡まず一つ目は調査で得られたデータの詳細な
分析である｡本研究は基礎的なデータ分析から考察を行ったが今後は回答者の傾向や設問
ごとの相関関係を明らかにすべ く分析を行ないたい｡二つ目は縦断的調査の実施である｡
今回は2年間のカリキュラムをほぼ終えた時点で調査を行ったが今後は,1年次入学の時
点から継続的に学生の意識調査を実施しぞれぞれの授業や実習の経験により学生の意識に
如何なる変化があるのかを探 り,それに応じた実習指導のあり方を模索 していきたい｡
注釈
1)金山美和子拙稿 ｢教育実習 Ⅰの研究｣(『上田女子短期大学幼児教育学科 保育者養成
年報創刊号』所収 2003)p.23
2)菱田隆昭 ｢平成 16年度 『教育実習Ⅱ』を終えて｣(『上田女子短期大学幼児教育学科
保育者養成年報第2号』所収 2004)p.18
3)｢上田女子短期大学実習ガイドブック 2005年版｣p.9並びに様式 BT6
4)同上書p.12
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